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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】セルラと無線ＬＡＮのアグリゲーション形態に
おける上りリンクのスケジューリング方法を提供する。
【解決手段】ユーザ機器は、セルラとの無線ＬＡＮアグ
リゲーションのための設定情報を受信し、受信された設
定に基づき、セルラ送受信機と無線ＬＡＮ送受信機とに
パケット送信を割り振る。設定情報は、無線ＬＡＮ送受
信機を介して、無線ＬＡＮアクセスポイントに送信され
るパケットの、数量、割合、または比率のうちの少なく
とも１つを示すデータ量を含む。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器を、セルラとの無線ＬＡＮアグリゲーションのために少なくとも設定する設
定情報を、前記ユーザ機器にて受信することと、
　前記受信された設定に基づき、セルラ送受信機と無線ＬＡＮ送受信機とにパケット送信
を割り振ることと、
を含む方法。
【請求項２】
　前記設定情報は、無線ＬＡＮアクセスポイントに前記無線ＬＡＮ送受信機を介して送信
されるパケットの、数量、割合、または比率のうちの少なくとも１つを示すデータ量を含
む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記設定情報は、無線ＬＡＮアクセスポイントに前記無線ＬＡＮ送受信機を介してパケ
ットが送信される期間を示す時間を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記設定情報は、無線ＬＡＮアクセスポイントに前記無線ＬＡＮ送受信機を介してパケ
ットが送信されるスケジュールを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記スケジュールはさらに、基地局に前記セルラ送受信機を介して送信されるパケット
のためのスケジューリングを備える、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記スケジュールは、コマンドまたはペイロードデータ制御チャネルコマンドのうちの
少なくとも１つとして受信される、請求項４から５のいずれかに記載の方法。
【請求項７】
　前記受信された設定に基づき割り振られた前記パケット送信の第１部分を、前記ユーザ
機器の前記無線ＬＡＮ送受信機により送信することと、
　前記受信された設定に基づき割り振られた前記パケット送信の第２部分を、前記ユーザ
機器の前記セルラ送受信機により送信することと、
をさらに含む、請求項１から５のいずれかに記載の方法。
【請求項８】
　前記無線ＬＡＮアクセスポイントがセルラとのアグリゲーションをサポートするかどう
かを、前記第１部分を前記送信する前に判断すること
をさらに含む、請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　前記設定情報は、アクセス層ベアラおよび／または非アクセス層ベアラが前記無線ＬＡ
Ｎ送受信機を介して送信されるかまたは前記セルラ送受信機を介して送信されるかを前記
ユーザ機器に示す、請求項１から８のいずれかに記載の方法。
【請求項１０】
　前記設定情報は、論理チャネルが前記無線ＬＡＮ送受信機を介して送信されるかまたは
前記セルラ送受信機を介して送信されるかを前記ユーザ機器に示す、請求項１から９のい
ずれかに記載の方法。
【請求項１１】
　無線ＬＡＮ送受信機は、スペクトルのアンライセンス部分において動作する前記セルラ
送受信機を備える、請求項１から１０のいずれかに記載の方法。
【請求項１２】
　セルラとの無線ＬＡＮアグリゲーションのためのユーザ機器の設定を少なくとも有効化
する設定情報を前記ユーザ機器に送信することを含む方法であって、前記構成情報は、セ
ルラ送受信機と無線ＬＡＮ送受信機とにパケット送信を割り振るための情報を含む、方法
。
【請求項１３】
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　前記設定情報は、無線ＬＡＮアクセスポイントに前記無線ＬＡＮ送受信機を介して送信
されるパケットの、数量、割合、または比率のうちの少なくとも１つを示すデータ量を含
む、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記設定情報は、無線ＬＡＮアクセスポイントに前記無線ＬＡＮ送受信機を介してパケ
ットが送信される期間を示す時間を含む、請求項１２に記載の方法。
【請求項１５】
　前記設定情報は、無線ＬＡＮアクセスポイントに前記無線ＬＡＮ送受信機を介してパケ
ットが送信されるスケジュールを含む、請求項１２に記載の方法。
【請求項１６】
　前記スケジュールはさらに、基地局に前記セルラ送受信機を介して送信されるパケット
のためのスケジューリングを備える、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記スケジュールは、コマンドまたはペイロードデータ制御チャネルコマンドのうちの
少なくとも１つとして受信される、請求項１５から１６のいずれかに記載の方法。
【請求項１８】
　前記設定情報は、アクセス層ベアラおよび／または非アクセス層ベアラが前記無線ＬＡ
Ｎ送受信機を介して送信されるかまたは前記セルラ送受信機を介して送信されるかを前記
ユーザ機器に示す、請求項１２から１７のいずれかに記載の方法。
【請求項１９】
　前記設定情報は、論理チャネルが前記無線ＬＡＮ送受信機を介して送信されるかまたは
前記セルラ送受信機を介して送信されるかを前記ユーザ機器に示す、請求項１２から１８
のいずれかに記載の方法。
【請求項２０】
　処理手段及び記憶手段を備える装置であって、前記記憶手段はプログラム命令を備え、
前記プログラム命令は、前記処理手段に実行されると、前記装置に、請求項１から１１の
いずれかに記載の方法を遂行させるように構成される、装置。
【請求項２１】
　ユーザ機器として構成される、請求項２０に記載の装置。
【請求項２２】
　処理手段及び記憶手段を備える装置であって、前記記憶手段はプログラム命令を備え、
前記プログラム命令は、前記処理手段に実行されると、前記装置に、請求項１２から１９
のいずれかに記載の方法を遂行させるように構成される、装置。
【請求項２３】
　装置の処理手段に実行されると、前記装置に、請求項１から１１のいずれかに記載の方
法を遂行させるように構成されるプログラム命令を備える、コンピュータプログラム。
【請求項２４】
　装置の処理手段に実行されると、前記装置に、請求項１２から１９のいずれかに記載の
方法を遂行させるように構成されるプログラム命令を備える、コンピュータプログラム。
【請求項２５】
　ユーザ機器を、セルラとの無線ＬＡＮアグリゲーションのために少なくとも設定する設
定情報を、前記ユーザ機器にて受信する手段と、
　前記受信された設定に基づき、セルラ送受信機と無線ＬＡＮ送受信機とにパケット送信
を割り振る手段と、
を備える装置。
【請求項２６】
　セルラとの無線ＬＡＮアグリゲーションのためのユーザ機器の設定を少なくとも有効化
する設定情報を前記ユーザ機器送信する手段を備える装置であって、前記構成情報は、セ
ルラ送受信機と無線ＬＡＮ送受信機とにパケット送信を割り振るための情報を含む、装置
。
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【発明の詳細な説明】
【分野】
【０００１】
　本願明細書に記載される主題は、ワイヤレス通信に関する。
【背景】
【０００２】
　ヘテロジニアスネットワーク（ＨｅｔＮｅｔ：ｈｅｔｅｒｏｇｅｎｅｏｕｓ　ｎｅｔｗ
ｏｒｋ）の使用は、マクロセルから、典型的に容量がより大きいスモールセルに、トラフ
ィックをオフロードする機会を提供できる。ヘテロジニアスネットワークは、１つ以上の
スモールセルにサービスを提供する、ＷｉＦｉワイヤレスアクセスポイントなどの１つ以
上のワイヤレスアクセスポイントを含むこともあり、さらに、マクロセルにサービスを提
供する１つ以上の基地局を含むこともある。例えばＷｉＦｉワイヤレスアクセスポイント
は、住居、小規模企業、建物、営業所、または小領域を例として含む、スモールセル、ま
たはカバレッジエリアをカバーするよう実装されてもよい。ＷｉＦｉワイヤレスアクセス
ポイントは、そのカバレッジエリアが限定的であることから、範囲および出力はより小さ
くてもよいが、提供する容量およびデータ転送速度はより大きいこともある。したがって
、ワイヤレスサービスプロバイダは、スモールセルを、サービスカバレッジを拡大する方
途として、および／またはトラフィックをスモールセルにオフロードする方途として、お
よび／または例えばより高いデータ転送速度、より低いレイテンシ、エネルギー効率の良
さなどの拡張されたサービスを提供するための方途として考えている。
【摘要】
【０００３】
　いくつかの例示の実施形態において、方法が提供される。本方法は、ユーザ機器をセル
ラとの無線ＬＡＮアグリゲーションのために少なくとも設定する設定情報をユーザ機器に
て受信すること、および受信された設定に基づきパケット送信をセルラ送受信機と無線Ｌ
ＡＮ送受信機とに割り振ることとを含んでもよい。
【０００４】
　いくつかの変形では、以下の特徴を含む、本願明細書に開示された特徴のうちの１つ以
上が、実現可能な任意の組み合わせで任意選択で含まれることが可能である。設定情報は
、無線ＬＡＮアクセスポイントに無線ＬＡＮ送受信機を介して送信されるパケットの、数
量、割合、または比率のうちの少なくとも１つを示すデータ量を含んでもよい。設定情報
は、無線ＬＡＮアクセスポイントに無線ＬＡＮ送受信機を介してパケットが送信される期
間を示す時間を含んでもよい。設定情報は、無線ＬＡＮアクセスポイントに無線ＬＡＮ送
受信機を介してパケットが送信されるスケジュールを含んでもよい。スケジュールはさら
に、基地局にセルラ送受信機を介して送信されるパケットのためのスケジューリングを含
んでもよい。スケジュールは、コマンドまたはペイロードデータ制御チャネルコマンドの
うちの少なくとも１つとして受信されてもよい。ユーザ機器の無線ＬＡＮ送受信機は、受
信された設定に基づき割り振られたパケット送信の第１部分を送信してもよく、ユーザ機
器のセルラ送受信機は、受信された設定に基づき割り振られたパケット送信の第２部分を
送信してもよい。無線ＬＡＮアクセスポイントがセルラとのアグリゲーションをサポート
するかどうかについての判断が、第１部分を送信する前に下されてもよい。設定情報は、
アクセス層ベアラおよび／または非アクセス層ベアラが無線ＬＡＮ送受信機を介して送信
されるかまたはセルラ送受信機を介して送信されるかをユーザ機器に示してもよい。設定
情報は、論理チャネルが無線ＬＡＮ送受信機を介して送信されるかまたはセルラ送受信機
を介して送信されるかをユーザ機器に示してもよい。無線ＬＡＮ送受信機は、スペクトル
のアンライセンス部分において動作するセルラ送受信機を含んでもよい。
【０００５】
　いくつかの例示の実施形態において、方法が提供される。本方法は、セルラとの無線Ｌ
ＡＮアグリゲーションのためのユーザ機器の設定を少なくとも有効化する設定情報を送信
することを含んでもよい。
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【０００６】
　いくつかの変形では、以下の特徴を含む、本願明細書に開示された特徴のうちの１つ以
上が、実現可能な任意の組み合わせで任意選択で含まれることが可能である。設定情報は
、無線ＬＡＮアクセスポイントに無線ＬＡＮ送受信機を介して送信されるパケットの、数
量、割合、または比率のうちの少なくとも１つを示すデータ量を含んでもよい。設定情報
は、無線ＬＡＮアクセスポイントに無線ＬＡＮ送受信機を介してパケットが送信される期
間を示す時間を含んでもよい。設定情報は、無線ＬＡＮアクセスポイントに無線ＬＡＮ送
受信機を介してパケットが送信されるスケジュールを含んでもよい。スケジュールはさら
に、基地局にセルラ送受信機を介して送信されるパケットのためのスケジューリングを含
んでもよい。スケジュールは、コマンドまたはペイロードデータ制御チャネルコマンドの
うちの少なくとも１つとして受信されてもよい。設定情報は、アクセス層ベアラおよび／
または非アクセス層ベアラが無線ＬＡＮ送受信機を介して送信されるかまたはセルラ送受
信機を介して送信されるかをユーザ機器に示してもよい。設定情報は、論理チャネルが無
線ＬＡＮ送受信機を介して送信されるかまたはセルラ送受信機を介して送信されるかをユ
ーザ機器に示してもよい。
【０００７】
　上記の態様および特徴は、所望の構成に応じて、システム、装置、方法、および／また
はコンピュータ可読媒体に実装され得る。本願明細書に記載される主題の１つ以上の変形
の詳細が、添付の図面および以下の説明に記載される。本願明細書に記載される主題の特
徴および利点は、本記載および図面、ならびに特許請求の範囲から明らかとなる。いくつ
かの例示的な実施形態には、下記の詳細な説明に記載されるような、および／または以下
の特徴の中に記載されるような１つ以上の変化をも加えられ得る。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
　各図面には以下を示す。
【０００９】
【図１】いくつかの例示の実施形態による、セルラ・無線ＬＡＮアグリゲーションのため
のシステムの例を示す。
【００１０】
【図２】いくつかの例示の実施形態による、セルラ・無線ＬＡＮアグリゲーションのため
のプロセスの例を示す。
【００１１】
【図３】いくつかの例示の実施形態による、セルラ・無線ＬＡＮアグリゲーションのため
のシステムの別の例を示す。
【００１２】
【図４】いくつかの例示の実施形態による装置の例を示す。
【００１３】
【図５】いくつかの例示の実施形態による装置の別の例を示す。
【００１４】
　図面中の同一または類似の項目は、同じ標示を使用して示す。
【詳細説明】
【００１５】
　Ｈｅｔｎｅｔでは、インターワーキングが提供され得る。インターワーキングでは、ネ
ットワークは、アクセスポイントネットワークレベルで、例えばデータ送信がセルラネッ
トワークにステアリングされるべきか、または無線ＬＡＮ（ＷＬＡＮ：ｗｉｒｅｌｅｓｓ
　ｌｏｃａｌ　ａｒｅａ　ｎｅｔｗｏｒｋ）にステアリングされるべきかを指定し得る。
このステアリングは、例えば或るアプリケーションからのパケットのフローが（全体とし
て且つアクセスポイントネットワークレベルで）セルラネットワークまたは無線ＬＡＮを
介して送信されるが、両方を介して同時にはされないという点で、どちらかというと静的
である。対照的に、セルラ・無線ＬＡＮアグリゲーションは、パケットフローが分割され
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てもよく、その結果、フローからのパケット群が、（例えばスケジューリングなどにより
）セルラネットワーク、無線ＬＡＮ、または両方に割り振られ得るという意味で、より動
的である。例えばＵＥは、第１部分のパケットをセルラを介した送信に、第２部分のパケ
ットを無線ＬＡＮを介した送信に割り振ってもよい。この例では、これらのパケットは、
後で、ネットワークにおいて結合可能である。このようにして、セルラと無線ＬＡＮとの
アグリゲーションは、セルラと無線ＬＡＮとの両リソースの（例えばネットワークによる
）より動的な制御を可能にする。
【００１６】
　さらに、ユーザ機器（ＵＥ：ｕｓｅｒ　ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）は、アグリゲートセルラ
無線アクセスモードおよび無線ＬＡＮアクセスモードで動作するよう構成され得る。セル
ラ・無線ＬＡＮアグリゲーション（ｃｅｌｌｕｌａｒ　ＷＬＡＮ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏ
ｎ）モードのとき、ＵＥは、パケットが送信または受信され得るアクティブなセルラ無線
ベアラを有することができ、さらにＵＥは、パケットが送信または受信されるアクティブ
な無線ＬＡＮベアラを有することができる。ただし、上りリンク（ＵＥから基地局または
ワイヤレスアクセスポイントへの送信リンク）については、ＵＥは、所与のパケットをＵ
ＥのＷＬＡＮ送受信機およびＷＬＡＮ上りリンクを介して送信するべきか、またはＵＥの
セルラ送受信機およびセルラ上りリンクを介して送信するべきかを知る必要があるかもし
れない。
【００１７】
　いくつかの場合には、セルラ・ＷＬＡＮアグリゲーションは、セルラおよびＷＬＡＮの
両ネットワークの統一的制御および管理を可能にし得る。セルラ・ＷＬＡＮアグリゲーシ
ョンでは、無線リソース管理がセルラおよびＷＬＡＮリソースのスケジューリングを提供
し得る。さらに、一般的に信頼性がより高いセルラが制御およびモビリティのアンカーと
して使用されて、体験品質の改善をもたらし、サービス中断を削減し、ネットワーク事業
者による制御を強化し得る。セルラ・ＷＬＡＮアグリゲーションに関するさらなる詳細は
、３ＧＰＰ　ＴＳＧ　ＲＡＮ第６７回会合ＲＰ－１５ｘｘｘｘ（3GPP TSG RAN Meeting #
67　RP-15xxxx）、上海、中国、２０１５年３月、「ＬＴＥ－ＷＬＡＮ無線レベル統合お
よびインターワーキングの拡張（LTE-WLAN Radio Level Integration and Interworking 
Enhancement）」ならびに３ＧＰＰ　ＴＳＧ、ＷＧ－ＲＡＮ第６２回会合（3GPP TSG, WG-
RAN Meeting #62）、ＲＰ－１３２１０１、韓国、釜山、２０１３年１２月３日～１２月
６日、「ＷＬＡＮ／３ＧＰＰ無線インターワーキング－コア（WLAN/3GPP Radio Interwor
king - Core）」にある。
【００１８】
　いくつかの例示の実施形態において、セルラとＷＬＡＮとの上りリンクアグリゲーショ
ンが提供され、この上りリンクアグリゲーションは、１つ以上のパケットを、セルラ基地
局への送信のためにセルラ送受信機へ、および／またはＷＬＡＮワイヤレスアクセスポイ
ントへの送信のためにＷＬＡＮ送受信機へ振り向ける（例えば上位レイヤアプリケーショ
ンからのパケットフローの各部分を分配するまたは割り振る）コントローラにより提供さ
れる。コントローラは、パケット（単数または複数）をＵＥのセルラ送受信機またはＷＬ
ＡＮワイヤレスアクセスポイントへ、１つ以上の要因に基づき振り向けることができる。
これら要因は、データの量、時間パラメータ、スケジュール、および／または特殊なスケ
ジューリング（セルラ、特定のベアラ、および／または特定の論理チャネルを介し得る）
を含んでもよい。あるいは、またはさらに、いくつかの例示の実施形態では、他の条件お
よび／または閾値が満たされているとき、ＵＥのＷＬＡＮ送受信機を介して上りリンクア
グリゲーションが実行されてもよい。
【００１９】
　図１は、いくつかの例示の実施形態による、カバレッジエリア１１２Ｂにサービスを提
供するＷＬＡＮワイヤレスアクセスポイント１１０Ｂ、およびマクロセル１１２Ａにサー
ビスを提供する、例えば発展型ノードＢ基地局１１０Ａなどのセルラ基地局１１０Ａを含
む例示のシステム１００を示す。
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【００２０】
　いくつかの例示の実施形態によれば、システム１００はさらに、コントローラ１５０、
セルラ送受信機１６４、およびＷＬＡＮ送受信機１６２を有するユーザ機器１３０を含ん
でもよい。セルラ送受信機は、セルラ上りリンクを基地局１１０Ａへ送信し、且つ／また
はセルラ下りリンクを基地局１１０Ａから受信してもよく、ＷＬＡＮ送受信機は、ＷＬＡ
Ｎ上りリンクをＷＬＡＮワイヤレスアクセスポイント１１０Ｂへ送信し、且つ／またはＷ
ＬＡＮ下りリンクをＷＬＡＮワイヤレスアクセスポイント１１０Ｂから受信してもよい。
【００２１】
　図１は基地局／アクセスポイント、セル、およびユーザ機器の具体的な数量および構成
を示すが、他の数量および構成も同様に実装され得る。さらに、基地局およびワイヤレス
アクセスポイントは、他のネットワーク（例えばインターネット）、ノード（他の基地局
、ワイヤレスアクセスポイント、ゲートウェイなど）などへのバックホールリンクを含ん
でもよい。
【００２２】
　上述のように、ＷＬＡＮ／セルラアグリゲーションの場合、コントローラ１５０を含む
ユーザ機器１３０は、（例えばＵＥの上位アプリケーションからの）所与のパケットが、
セルラ送受信機により（セルラキャリア周波数を介して）送信されるべきか、またはＷＬ
ＡＮ送受信機の送信（ＷＬＡＮキャリア周波数を介して）により送信されるべきかを決定
しなければならないかもしれない。そのために、コントローラ１５０が、ＷＬＡＮ／セル
ラアグリゲーションモードで、所与のパケットがセルラ送受信機を介して送信されるべき
かまたはＷＬＡＮ送受信機を介して送信されるべきかを判断してもよい。
【００２３】
　いくつかの例示の実施形態では、コントローラ１５０は、データまたはパケットフロー
をＷＬＡＮ送受信機１６２の上りリンクまたはセルラ送受信機１６４の上りリンクに割り
振って（または分配して）もよく、この割り振りは、データの量または時間を含むネット
ワーク設定情報に基づいてもよい。
【００２４】
　いくつかの例示の実施形態において、ＵＥ１３０は、例えばデータ量に基づきネットワ
ークにより設定されてもよい。例えばネットワークは、設定情報を（例えばシグナリング
、ブロードキャスト、および／または同様のものにより）送信してもよく、この設定情報
は、パケットカウント閾値を超える任意のパケットが例えばＷＬＡＮ送受信機１６２に送
信され得るように、パケットカウントを示してもよい。いくつかの例示の実施形態では、
ネットワークの設定情報は、特定のパケット（例えばｘ個ごとに１つのパケット）が、例
えばＷＬＡＮ送受信機１６２に送信されるべきであると示してもよい。例えばコントロー
ラ１５０は、送信のためにパケットを１つおきにＷＬＡＮ送受信機１６２へ送信するよう
設定されてもよい。いくつかの例示の実施形態において、ネットワークの設定情報は、パ
ケットの特定の割合が、送信のためにＷＬＡＮ送受信機１６２へ送信されるべきであると
示してもよい。いくつかの例示の実施形態において、ネットワークの設定情報は、パケッ
トの特定の比率が、送信のためにＷＬＡＮ送受信機１６２へ送信されるべきであると示し
てもよい。例えばコントローラ１５０は、ＷＬＡＮ送受信機とセルラ送受信機との間に或
るパケット比率を維持するよう構成されてもよい。いくつかの例示の実施形態において、
ネットワークの設定情報はバイト量を示してもよい。例えば、コントローラ１５０へのネ
ットワーク指示は、所定量のパケット（例えば５００パケット）が送信されるべきである
と指定してもよい。いくつかの例示の実施形態において、ネットワークの設定情報は所定
のパケット割合を示してもよい。例えば、コントローラ１５０に対するネットワーク指示
は、データのｘパーセントがＷＬＡＮを介して送信されるべきであると指定してもよい。
前の例は、ＷＬＡＮ送受信機へのパケットのルーティングのネットワーク制御を説明する
ものであるが、ネットワークは、どのパケットがセルラ送受信機にルーティングされるか
も指示してもよい。
【００２５】
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　いくつかの例示の実施形態において、ＵＥ１３０は、例えばネットワークにより時間に
基づき設定されてもよい。例えばネットワークは、パケットを特定の時間に特定の送受信
機に送信するようコントローラ１５０を設定してもよい。さらに例示すると、コントロー
ラは、ＷＬＡＮ送受信機に例えば１０ミリ秒間パケットを送信して、次いでセルラ送受信
機でさらに１０ミリ秒間送信してもよい。いくつかの例示の実施形態では、コントローラ
１５０は、特定の期間（例えばｙミリ秒、ｍｓ）はＷＬＡＮ送受信機およびセルラ送受信
機の両方で送信するが、次に別の期間（例えばｘ　ｍｓ）はセルラ送受信機のみで送信す
るよう設定されてもよい。
【００２６】
　いくつかの例示の実施形態において、ネットワークは上りリンク送信をスケジューリン
グしてもよい。例えばセルラネットワークは、基地局１１０Ａを介してＵＥ１３０にスケ
ジュールをシグナリングしてもよい。このスケジュールは、ＵＥ１３０が上りリンクを（
セルラ送受信機１６４を介して）基地局１１０Ａに送信できる時間（および／またはデー
タの量）と、ＵＥ１３０が別の上りリンクを（ＷＬＡＮ送受信機１６２を介して）ＷＬＡ
Ｎワイヤレスアクセスポイント１１０Ｂに送信できる時間（および／またはデータの量）
とを含め、リソースを割り当ててもよい。ネットワークは、ペイロードデータ制御チャネ
ル（ＰＤＣＣＨ：ｐａｙｌｏａｄ　ｄａｔａ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｃｈａｎｎｅｌ）コマン
ドまたは拡張ＰＤＣＣＨコマンドなどのコマンドを、（セルラ送受信機１６４による）セ
ルラ上りリンクを介した送信または（ＷＬＡＮ送受信機１６２による）ＷＬＡＮ上りリン
クを介した送信を明示的にスケジューリングするために送信してもよい。あるいは、また
はさらに、ネットワークは、ＵＥがどの時間にＷＬＡＮ上りリンクを介して送信できるか
を示す半永続性のスケジューリングコマンドを提供してもよい。このネットワークスケジ
ューリングコマンドはさらに、（セルラ送受信機１６４により）セルラ上りリンクを介し
てまたは（ＷＬＡＮ送受信機１６２により）ＷＬＡＮ上りリンクを介して送信されるデー
タの量を示してもよい。
【００２７】
　いくつかの例示の実施形態では、ＵＥは、セルラ－ＷＬＡＮアグリゲーションの条件が
満たされているとネットワーク（例えば基地局１１０Ａまたはワイヤレスアクセスポイン
ト１１０Ｂ）にレポートしてもよい。次にネットワークは、ＵＥのセルラ・ＷＬＡＮアグ
リゲーションモードの設定（例えば情報提供、アクティブ化、および／または同様のこと
）をしてもよい。ＵＥは、例えばセルラ上りリンクを介した送信に利用でき且つ準備ので
きているデータの量（例えば１００バイト）を示す上りリンクバッファステータスレポー
トをネットワークに送信してもよい。ＵＥはさらに、ＷＬＡＮ送信に利用可能なデータの
量もネットワークに送信してもよい。ネットワークは、或る量のデータ（例えば５０バイ
ト）がセルラ上りリンクを介して送信されてもよく、他の量のデータがＷＬＡＮ上りリン
クにより送信されてもよい（例えば５０バイト）と示す上りリンクグラントをＵＥに送信
してもよい。いくつかの例示の実施形態において、ネットワークは上りリンクグラントの
ためのスケジュールを決定してもよい。このスケジュールは、（例えば輻輳を回避するた
めまたは負荷分散を提供するため）ＷＬＡＮおよびセルラの両システムにおける負荷、デ
ータ／パケットのレイテンシ要件、データ／パケットのスループット要件、および／また
はサービス品質要求（例えば、サービス品質に関するＵＥの加入者クラス）に基づき決定
されてもよい。グラントに応答して、ＵＥは、データを送信してもよい（例えば５０バイ
トをセルラ上りリンクを介して、他の量のデータ（例えば５０バイト）をＷＬＡＮ上りリ
ンクを介して）。セルラ上りリンクは、ライセンス帯域内であってもよいが、アンライセ
ンス帯域も使用され得る。
【００２８】
　図２は、いくつかの例示の実施形態による、シグナリング図２００の例を示す。シグナ
リング図は、データ量または時間に基づくシーケンス２０５～２１５を含み、スケジュー
ルに基づく第２のシーケンス２５０～２７０を含む。図２の記載は、図１も参照する。
【００２９】
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　いくつかの例示の実施形態によれば、２０５にてネットワークは、ＵＥがどのようにデ
ータをＷＬＡＮ送受信機／ＷＬＡＮ上りリンクとセルラ送受信機／セルラ上りリンクとに
割り振るべきかを示す情報によりＵＥを設定してもよい。例えば、基地局１１０Ａなどの
ノードおよび／またはその他任意のノードが、設定情報をＵＥ１３０に送信してもよい。
設定は、コントローラ１５０を含むＵＥ１３０に、どの送受信機１６２または１６４を使
用すべきか、ひいてはどのようにパケットをＷＬＡＮ送受信機／ＷＬＡＮ上りリンクとセ
ルラ送受信機／セルラ上りリンクとに分配する／割り振るべきかを示してもよい。上述の
とおり、設定情報は、データ量（例えばパケットカウント、バイト、割合、比率、および
／または同様のもの）または時間（例えばｘミリ秒間はＷＬＡＮを介して送信し次いでｙ
ミリ秒間はセルラを介して送信する）に基づいてもよい。いくつかの例示の実施形態にお
いて、ＵＥは、２０５の設定に従い、少なくとも１つのパケットが２１０でＷＬＡＮ送受
信機および上りリンクを介してワイヤレスアクセスポイント１１０Ｂへ送信されるよう、
ＷＬＡＮ送受信機にルーティングされるようにパケットを割り振ってもよく、いくつかの
例示の実施形態によれば、ＵＥはさらに、２０５の設定に従い、少なくとも１つのパケッ
トが２１５でセルラ送受信機および上りリンクを介して基地局１１０Ａへ送信されるよう
、セルラ送受信機にルーティングされるようにパケットを割り振ってもよい。
【００３０】
　いくつかの例示の実施形態によれば、２５０にて基地局１１０Ａは、ＰＤＣＣＨコマン
ドなどのコマンドをＵＥ１３０へ送信してもよく、このコマンドは、ＷＬＡＮ送受信機お
よびＷＬＡＮ上りリンクを介してデータを送信するためのスケジュールを示してもよい。
ＰＤＣＣＨコマンドについては、ＷＬＡＮ上りリンク（およびＷＬＡＮ送受信機１６２）
を介した送信の明示的スケジューリングに拡張されてもよい。
【００３１】
　いくつかの例示の実施形態によれば、２５５にてＵＥは、２５０で提供されたスケジュ
ールに従って、少なくとも１つのパケットがＷＬＡＮ送受信機および上りリンクを介した
ワイヤレスアクセスポイント１１０Ｂへの送信のためにＷＬＡＮ送受信機にルーティング
されるようパケットを割り振ってもよい。
【００３２】
　いくつかの例示の実施形態によれば、２６０にて基地局１１０Ａは、ＰＤＣＣＨコマン
ドなどのコマンドをＵＥ１３０へ送信してもよく、このコマンドは、セルラ送受信機およ
びセルラ上りリンクを介してデータを送信するためのスケジュールを示してもよい。いく
つかの例示の実施形態によれば、２７０にてＵＥは、２６０で提供されたスケジュールに
従って、少なくとも１つのパケットがセルラ送受信機および上りリンクを介した基地局１
１０Ａへの送信のためにセルラ送受信機にルーティングされるようパケットを割り振って
もよい。
【００３３】
　したがって、いくつかの例示の実施形態では、例えばＵＥのアプリケーションからのデ
ータが、或る宛先（例えばアプリケーションサーバなど）へ送信されてもよい。ＷＬＡＮ
ワイヤレスアクセスポイントでセルラ・ＷＬＡＮアグリゲーションが可能な場合、ＵＥは
、送信すべきデータ／パケットを、例えば図２に関して上述されたように、セルラ送受信
機とＷＬＡＮ送受信機とに割り振ってもよい。
【００３４】
　図３は、いくつかの例示の実施形態によるＵＥ１３０の例を示す。図３の例示の実施形
態では、ＵＥ１３０は、データ／パケットを、セルラ上りリンクを介した送信のためのバ
ッファ（またはスタック）から、ＷＬＡＮ上りリンクを介した送信のための別のバッファ
／スタックへ移動させてもよい（逆の場合も同じ）。ＵＥは、ネットワークからのコマン
ドまたはＵＥにおける条件（例えば輻輳、信号品質、および／または同様のもの）などの
トリガに基づきデータを移動させてもよい。このように、無線ベアラが失われても、ＵＥ
は、失われた無線ベアラを介して送信するためにキューに入れられていたデータ／パケッ
トを送信して復旧し得る。
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【００３５】
　いくつかの例示の実施形態において、特定のベアラ（例えばネットワークによりＵＥに
対して設定されたアクセス層または非アクセス層）に関連するデータ／パケットが、例え
ば２０５にて提供されたネットワーク設定に従って送信されてもよい。例えば、アクセス
層は、ネットワーク設定に基づきセルラ送受信機および上りリンクを介して送信されても
よい（ただしアクセス層はネットワーク設定に基づきＷＬＡＮ送受信機／上りリンクに代
わりに設定されることもできる）。
【００３６】
　いくつかの例示の実施形態において、（ネットワークによりＵＥに対して設定された）
特定の論理チャネルに属するデータ／パケットが、例えば２０５にて提供されたネットワ
ーク設定に従って送信されてもよい。例えば、特定の論理チャネルに属するデータ／パケ
ットは、ネットワーク設定に基づきセルラ送受信機および上りリンクを介して送信されて
もよい（ただし特定の論理チャネルに属するデータ／パケットはネットワーク設定に基づ
きＷＬＡＮ送受信機／上りリンクに代わりに設定されることもできる）。
【００３７】
　さらに、または代わりに、例えば図２などで本願明細書に記載された上りリンク送信は
、１つ以上の条件および／または閾値が満たされているときなど、ＷＬＡＮがアグリゲー
ト可能な状態にあるときに、ＷＬＡＮ送受信機を介して実行されてもよい。ＷＬＡＮをセ
ルラ・ＷＬＡＮアグリゲーションモードで使用可能かどうかを判断するために、次の条件
のうちの１つ以上が考慮されてもよい：ＵＥが３ＧＰＰ／ＷＬＡＮアグリゲーションＷＬ
ＡＮとしてアドバタイズされているＷＬＡＮ　ＡＰを検出したかどうか、ＵＥが送信に利
用可能なデータを有する（例えば閾値を超える）かどうか、ＵＥが送信に利用可能な特定
のデータを有する（例えば、データが特定の優先度、ＬＣＩＤ、ＡＳ／ＮＡＳベアラ、Ａ
ＰＮ、ＱｏＳ、ＱＣＩに属する）かどうか、および／またはＷＬＡＮおよび３ＧＰＰ閾値
が満たされているかどうか。ＷＬＡＮおよび３ＧＰＰ閾値とは、ＴｈｒｅｓｈＳｅｒｖｉ
ｎｇＯｆｆｌｏａｄＷＬＡＮ，ＬｏｗＰ（ＷＬＡＮへのトラフィックステアリングのため
にＵＥにより使用されるＲＳＲＰ閾値（ｄＢｍ単位）を指定する）、ＴｈｒｅｓｈＳｅｒ
ｖｉｎｇＯｆｆｌｏａｄＷＬＡＮ，ＨｉｇｈＰ（Ｅ－ＵＴＲＡＮへのトラフィックステア
リングのためにＵＥにより使用されるＲＳＲＰ閾値（ｄＢｍ単位）を指定する）、Ｔｈｒ
ｅｓｈＳｅｒｖｉｎｇＯｆｆｌｏａｄＷＬＡＮ，ＬｏｗＱ（ＷＬＡＮへのトラフィックス
テアリングのためにＵＥにより使用されるＲＳＲＱ閾値（ｄＢ単位）を指定する）、Ｔｈ
ｒｅｓｈＳｅｒｖｉｎｇＯｆｆｌｏａｄＷＬＡＮ，ＨｉｇｈＱ（Ｅ－ＵＴＲＡＮへのトラ
フィックステアリングのためにＵＥにより使用されるＲＳＲＱ閾値（ｄＢ単位）を指定す
る）、ＴｈｒｅｓｈＣｈＵｔｉｌＷＬＡＮ，Ｌｏｗ（ＷＬＡＮへのトラフィックステアリ
ングのためにＵＥにより使用されるＷＬＡＮチャネル利用率（ＢＳＳ負荷）閾値を指定す
る）、ＴｈｒｅｓｈＣｈＵｔｉｌＷＬＡＮ，Ｈｉｇｈ（Ｅ－ＵＴＲＡＮへのトラフィック
ステアリングのためにＵＥにより使用されるＷＬＡＮチャネル利用率（ＢＳＳ負荷）閾値
を指定する）、ＴｈｒｅｓｈＢａｃｋｈＲａｔｅＤＬＷＬＡＮ，Ｌｏｗ（Ｅ－ＵＴＲＡＮ
へのトラフィックステアリングのためにＵＥにより使用されるバックホール利用可能下り
リンク帯域幅閾値を指定する）、ＴｈｒｅｓｈＢａｃｋｈＲａｔｅＤＬＷＬＡＮ，Ｈｉｇ
ｈ（ＷＬＡＮへのトラフィックステアリングのためにＵＥにより使用されるバックホール
利用可能下りリンク帯域幅閾値を指定する）、ＴｈｒｅｓｈＢａｃｋｈＲａｔｅＵＬＷＬ
ＡＮ，Ｌｏｗ（Ｅ－ＵＴＲＡＮへのトラフィックステアリングのためにＵＥにより使用さ
れるバックホール利用可能上りリンク帯域幅閾値を指定する）、ＴｈｒｅｓｈＢａｃｋｈ
ＲａｔｅＵＬＷＬＡＮ，Ｈｉｇｈ（ＷＬＡＮへのトラフィックステアリングのためにＵＥ
により使用されるバックホール利用可能上りリンク帯域幅閾値を指定する）、Ｔｈｒｅｓ
ｈＢｅａｃｏｎＲＳＳＩＷＬＡＮ，Ｌｏｗ（Ｅ－ＵＴＲＡＮへのトラフィックステアリン
グのためにＵＥにより使用されるビーコンＲＳＳＩ閾値を指定する）、およびＴｈｒｅｓ
ｈＢｅａｃｏｎＲＳＳＩＷＬＡＮ，Ｈｉｇｈ（ＷＬＡＮへのトラフィックステアリングの
ためにＵＥにより使用されるビーコンＲＳＳＩ閾値を指定する）などである。



(11) JP 2020-5290 A 2020.1.9

10

20

30

40

50

【００３８】
　図４は、いくつかの例示の実施形態による装置１０の例を示す。装置１０は、スマート
フォン、タブレット、携帯電話、ウェアラブル無線デバイス、タグ、モノのインターネッ
トデバイス、および／またはその他任意の無線ベースのデバイスなどのユーザ機器１３０
を備えてもよい。
【００３９】
　いくつかの例示の実施形態において、装置１０はさらに、セルラネットワークまたは他
のワイヤレスネットワークへの無線通信リンクを含んでもよい。装置１０は、送信機１４
および受信機１６と通信するアンテナアレイ１２を含んでもよい。あるいは、送信および
受信アンテナは別々であってもよい。
【００４０】
　装置１０はさらに、送信機および受信機それぞれと信号を提供し合い装置の機能を制御
するよう構成されたプロセッサ２０を含んでもよい。プロセッサ２０は、電気導線を介し
て送信機および受信機に制御シグナリングをもたらすことによって送信機および受信機の
機能を制御するよう構成されてもよい。同じくプロセッサ２０は、プロセッサ２０をディ
スプレイまたはメモリなどの他の構成要素に接続する電気導線を介して制御シグナリング
をもたらすことによって、装置１０の他の構成要素を制御するよう構成されてもよい。プ
ロセッサ２０は例えば、回路構成、少なくとも１つの処理コア、付随するデジタル信号プ
ロセッサ（単数または複数）を備える１つ以上のマイクロプロセッサ、付随するデジタル
信号プロセッサのない１つ以上のプロセッサ（単数または複数）、１つ以上のコプロセッ
サ、１つ以上のマルチコアプロセッサ、１つ以上のコントローラ、処理回路構成、１つ以
上のコンピュータ、集積回路（例えば特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ：ａｐｐｌｉｃａ
ｔｉｏｎ　ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　ｃｉｒｃｕｉｔ）、フィールドプ
ログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ：ｆｉｅｌｄ　ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ｇａｔ
ｅ　ａｒｒａｙ）、および／または同様のもの）を含む他の様々な処理要素、またはその
何らかの組み合わせを含む多様な形で具現化され得る。装置１０は、位置プロセッサ、お
よび／またはポジショニングおよび／またはナビゲーション情報などの位置情報を取得す
るためのインターフェースを含んでもよい。したがって、プロセッサ２０は単一のプロセ
ッサとして示されているが、いくつかの例示の実施形態ではプロセッサまたは処理コアを
複数備えてもよい。
【００４１】
　プロセッサ２０によって送信および受信される信号は、該当するセルラシステムのエア
インターフェース標準、および／または任意数の異なる有線または無線ネットワーキング
技術に従ったシグナリング情報を含んでもよい。無線ネットワーキング技術は、Ｗｉ－Ｆ
ｉ、米国電気電子学会（ＩＥＥＥ：Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ　ｏｆ　Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌ　
ａｎｄ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｓ）８０２．１１、８０２．１６、
および／または同様のものなどのワイヤレスローカルアクセスネットワーク（ＷＬＡＮ：
ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ｌｏｃａｌ　ａｃｃｅｓｓ　ｎｅｔｗｏｒｋ）技術を含むが、これら
に限定はされない。さらに、これらの信号は、音声データ、ユーザが生成したデータ、ユ
ーザがリクエストしたデータ、および／または同様のものを含んでもよい。
【００４２】
　装置１０は、１つ以上のエアインターフェース標準、通信プロトコル、変調型、アクセ
ス型、および／または同様のものを用いて動作できてもよい。例えば、装置１０および／
またはその中のセルラモデムは、様々な第１世代（１Ｇ：ｆｉｒｓｔ　ｇｅｎｅｒａｔｉ
ｏｎ）通信プロトコル、第２世代（２Ｇ（ｓｅｃｏｎｄ　ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ）または
２．５Ｇ）通信プロトコル、第３世代（３Ｇ：ｔｈｉｒｄ－ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ）通信
プロトコル、第４世代（４Ｇ：ｆｏｕｒｔｈ－ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ）通信プロトコル、
インターネットプロトコルマルチメディアサブシステム（ＩＭＳ：Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｐ
ｒｏｔｏｃｏｌ　Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｓｕｂｓｙｓｔｅｍ）通信プロトコル（例えば
セッション開始プロトコル（ＳＩＰ：ｓｅｓｓｉｏｎ　ｉｎｉｔｉａｔｉｏｎ　ｐｒｏｔ
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ｏｃｏｌ））、および／または同様のものに従って動作できてもよい。例えば装置５００
は、２Ｇワイヤレス通信プロトコルのＩＳ－１３６、時分割多元接続ＴＤＭＡ（Ｔｉｍｅ
　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）、グローバルシステムフォーモ
バイルコミュニケーションズ、すなわちＧＳＭ（登録商標）、ＩＳ－９５、符号分割多元
接続、すなわちＣＤＭＡ（Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓ
ｓ）、および／または同様のものに従って動作できてもよい。さらに、例えば装置５００
は、２．５Ｇワイヤレス通信プロトコルの汎用パケット無線サービス（ＧＰＲＳ：Ｇｅｎ
ｅｒａｌ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｒａｄｉｏ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）、拡張データＧＳＭ環境（ＥＤ
ＧＥ：Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｄａｔａ　ＧＳＭ　Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔ）、および／また
は同様のものに従って動作できてもよい。さらに、例えば装置５００は、ユニバーサルモ
バイル通信システム（ＵＭＴＳ：Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍ
ｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｓｙｓｔｅｍ）、符号分割多元接続２０００（ＣＤＭＡ２０００
）、ＷＣＤＭＡ（登録商標）、時分割同期符号分割多元接続（ＴＤ－ＳＣＤＭＡ：Ｔｉｍ
ｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ－Ｓｙｎｃｈｒｏｎｏｕｓ　Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌ
ｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）、および／または同様のものなどの３Ｇワイヤレス通信プロ
トコルに従って動作できてもよい。装置１３０はさらに、ロングタームエボリューション
（ＬＴＥ：Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）、発展型ユニバーサル地上無線ア
クセスネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ：Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒ
ｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）、および／または同様の
ものなどの３．９Ｇワイヤレス通信プロトコルに従って動作できてもよい。さらに、例え
ば装置１０は、ＬＴＥアドバンストおよび／または同様のものなどの４Ｇワイヤレス通信
プロトコル、ならびに後に開発され得る同様のワイヤレス通信プロトコルに従って動作で
きてもよい。
【００４３】
　当然のことながら、プロセッサ２０は、装置１０のオーディオ／ビデオおよび論理機能
を実装する回路構成を含んでもよい。例えばプロセッサ２０は、デジタル信号プロセッサ
デバイス、マイクロプロセッサデバイス、アナログ－デジタル変換器、デジタル－アナロ
グ変換器、および／または同様のものを備えてもよい。装置５００の制御および信号処理
機能は、デバイスのそれぞれの能力に従ってこれらのデバイス間に割り当てられてもよい
。プロセッサ２０はさらに、内蔵音声符号器（ＶＣ：ｖｏｉｃｅ　ｃｏｄｅｒ）２０ａ、
内蔵データモデム（ＤＭ：ｄａｔａ　ｍｏｄｅｍ）２０ｂ、および／または同様のものを
備えてもよい。さらにプロセッサ２０は、メモリに記憶され得る１つ以上のソフトウェア
プログラムを動作させる機能性を有してもよい。一般に、プロセッサ２０および記憶され
たソフトウェア命令は、装置１０に動作を実行させるよう構成され得る。例えばプロセッ
サ２０は、ウェブブラウザなどの接続性プログラムを動作させることができてもよい。接
続性プログラムは、装置１０が、ロケーションベースのコンテンツなどのウェブコンテン
ツを、ワイヤレスアプリケーションプロトコル、ワイヤレスアクセスポイント、ハイパー
テキスト転送プロトコル、すなわちＨＴＴＰ（ｈｙｐｅｒｔｅｘｔ　ｔｒａｎｓｆｅｒ　
ｐｒｏｔｏｃｏｌ）、および／または同様のものなどのプロトコルに従って送受信できる
ようにしてもよい。
【００４４】
　装置１０はさらに、例えばイヤホンまたはスピーカ２４、リンガ２２、マイクロフォン
２６、ディスプレイ２８、ユーザ入力インターフェース、および／または同様のものなど
を含むユーザインターフェースを備えてもよく、これは、プロセッサ２０に動作的に結合
されてもよい。上述のとおり、ディスプレイ２８は、タッチ感応型ディスプレイを含んで
もよく、ユーザは、タッチおよび／またはジェスチャをして、選択、値の入力、および／
または同様のことを行ってもよい。プロセッサ２０はさらに、スピーカ２４、リンガ２２
、マイクロフォン２６、ディスプレイ２８、および／または同様のものなどのユーザイン
ターフェースの構成要素１つ以上の少なくともいくつかの機能を制御するよう構成された
、ユーザインターフェース回路構成を含んでもよい。プロセッサ２０および／またはプロ
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セッサ２０を備えるユーザインターフェース回路構成は、例えば揮発性メモリ４０、不揮
発性メモリ４２、および／または同様のものなどのプロセッサ２０がアクセスできるメモ
リ上に記憶された、例えばソフトウェアおよび／またはファームウェアなどのコンピュー
タプログラム命令によって、ユーザインターフェースの１つ以上の構成要素の１つ以上の
機能を制御するよう構成されてもよい。装置５００は、例えば、検出可能な出力として機
械的振動をもたらす回路など、モバイル端末に関係する様々な回路に電力を供給する電池
を含んでもよい。ユーザ入力インターフェースは、キーパッド３０（ディスプレイ２８上
に提示される仮想キーボードまたは外部結合されたキーボードとすることができる）およ
び／またはその他入力デバイスなど、装置１０がデータを受信できるようにするデバイス
を備えてもよい。
【００４５】
　さらに、装置１０は、短距離無線周波数（ＲＦ：ｒａｄｉｏ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）送
受信機および／またはインテロゲータ６４を含んでもよい。したがって、データは、ＲＦ
技術に従って、電子デバイスと共有されても、かつ／または電子デバイスから取得されて
もよい。装置１０は、赤外線（ＩＲ：ｉｎｆｒａｒｅｄ）送受信機６６、Ｂｌｕｅｔｏｏ
ｔｈ（登録商標）ワイヤレス技術を使用して動作するＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（ＢＴ）送受信
機６８、ワイヤレスユニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ：ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　ｓｅｒｉ
ａｌ　ｂｕｓ）送受信機７０、および／または同様のものなどの他の短距離送受信機を含
んでもよい。Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ送受信機６８は、低電力または超低電力Ｂｌｕｅｔｏｏ
ｔｈ技術、例えばＷｉｂｒｅｅ、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ　Ｌｏｗ－Ｅｎｅｒｇｙ、ＮＦＣ、
およびその他の無線標準に従って動作できてもよい。この関連で、装置１０、および特に
短距離送受信機は、１０メートル以内など装置の近傍にある電子デバイスとの間でデータ
の送信および／またはデータの受信をすることができてもよい。Ｗｉ－Ｆｉまたはワイヤ
レスローカルエリアネットワーキングモデムを含む装置１０は、６ＬｏＷｐａｎ、Ｗｉ－
Ｆｉ、低電力Ｗｉ－Ｆｉ、ＩＥＥＥ８０２．１１技術、ＩＥＥＥ８０２．１５技術、ＩＥ
ＥＥ８０２．１６技術、および／または同様のものなどのＷＬＡＮ技術を含む様々なワイ
ヤレスネットワーキング技術により電子デバイスからデータを送信および／または受信す
ることもできてもよい。
【００４６】
　装置１０は、モバイルサブスクライバに関係する情報要素を記憶できる、加入者識別モ
ジュール（ＳＩＭ：ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　ｉｄｅｎｔｉｔｙ　ｍｏｄｕｌｅ）３８、取
り外し可能なユーザ識別モジュール（Ｒ－ＵＩＭ：ｒｅｍｏｖａｂｌｅ　ｕｓｅｒ　ｉｄ
ｅｎｔｉｔｙ　ｍｏｄｕｌｅ）、および／または同様のものなどのメモリを備えてもよい
。ＳＩＭに加えて、装置５００は、他の取り外し可能および／または固定メモリを含んで
もよい。装置１０は、揮発性メモリ４０および／または不揮発性メモリ４２を含んでもよ
い。例えば揮発性メモリ４０は、ダイナミックおよび／またはスタティックＲＡＭ、オン
チップまたはオフチップキャッシュメモリ、および／または同様のものを含むランダムア
クセスメモリ（ＲＡＭ：Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）を含んでもよい。
不揮発性メモリ４２は、内蔵型および／または取り外し可能であってもよく、例えば、読
み取り専用メモリ、フラッシュメモリ、例えばハードディスク、フロッピーディスクドラ
イブ、磁気テープなどの磁気記憶デバイス、光ディスクドライブおよび／または媒体、不
揮発性ランダムアクセスメモリ（ＮＶＲＡＭ：ｎｏｎ－ｖｏｌａｔｉｌｅ　ｒａｎｄｏｍ
　ａｃｃｅｓｓ　ｍｅｍｏｒｙ）、および／または同様のものを含んでもよい。揮発性メ
モリ４０のように、不揮発性メモリ４２は、データの一時記憶のためのキャッシュ領域を
含んでもよい。揮発性および／または不揮発性メモリの少なくとも一部がプロセッサ２０
に組み込まれてもよい。メモリは、本願明細書において例えばプロセス２００に記載され
たような動作を実行するために装置によって使用されてもよい、１つ以上のソフトウェア
プログラム、命令、複数の情報、データ、および／または同様のものを記憶してもよい。
メモリは、国際モバイル機器識別情報（ＩＭＥＩ：ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　ｍｏｂ
ｉｌｅ　ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ　ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ）コードなどの、装置５０
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０を一意に識別できる識別子を備えてもよい。機能には、プロセス２００に関して本願明
細書に開示された動作のうちの１つ以上が含まれてもよい。例示の実施形態において、プ
ロセッサ２０は、メモリ４０および／または４２に記憶されたコンピュータコードを使用
して、ユーザ機器をセルラとの無線ＬＡＮアグリゲーションのために少なくとも設定する
設定情報をユーザ機器にて受信すること、および受信された設定に基づきパケット送信を
セルラ送受信機と無線ＬＡＮ送受信機とに割り振ること、などの動作を提供するよう構成
されてもよい。
【００４７】
　本願明細書に開示された実施形態の一部は、ソフトウェア、ハードウェア、アプリケー
ション論理、またはソフトウェア、ハードウェア、およびアプリケーション論理の組み合
わせにおいて実装されてもよい。ソフトウェア、アプリケーション論理、および／または
ハードウェアは、例えば、本願明細書に開示されたメモリ４０、制御装置２０、または電
子コンポーネントに存在してもよい。いくつかの例示の実施形態では、アプリケーション
論理、ソフトウェア、または命令セットは、様々な従来のコンピュータ可読媒体のうちの
任意のものに保持される。本文書の文脈では、「コンピュータ可読媒体」は、コンピュー
タまたはデータプロセッサ回路構成などの命令実行システム、装置、もしくはデバイスに
よってまたはそれに関連して使用される命令を含むこと、記憶すること、伝達すること、
伝播させること、または搬送することができる任意の非一時的媒体であってもよい。コン
ピュータ可読媒体は、コンピュータなどの命令実行システム、装置、もしくはデバイスに
よってまたはそれに関連して使用される命令を含むことまたは記憶することができる任意
の媒体であってもよい、非一時的コンピュータ可読記憶媒体を備えてもよい。さらに、本
願明細書で開示された実施形態の一部は、本願明細書で開示されたような方法（例えばプ
ロセス２００などを参照）を生じさせるよう構成されたコンピュータプログラムを含む。
【００４８】
　図５は、いくつかの例示の実施形態による、ワイヤレスアクセスポイント１１０Ｂまた
は基地局１１０Ａなどのネットワークノード５００の例示の実装を示す。ノード５００は
、下りリンクを介して送信するよう構成されさらにアンテナ（単数または複数）５２０を
介して上りリンクを受信するよう構成された１つまたは複数のアンテナ５２０を含んでも
よい。ノード５００は、アンテナ（単数または複数）５２０に結合された複数の無線イン
ターフェース５４０をさらに含んでもよい。無線インターフェース５４０は、セルラ、Ｌ
ＴＥ、ＷＬＡＮ、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ、ＢＴ－ＬＥ、ＮＦＣ、無線周波数識別子（ＲＦＩ
Ｄ：ｒａｄｉｏ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）、超広帯域（ＵＷＢ：ｕ
ｌｔｒａｗｉｄｅｂａｎｄ）、ＺｉｇＢｅｅなどのうちの１つ以上を含む複数の無線アク
セス技術に対応してもよい。無線インターフェース５４０は、例えばフィルタ、変換器（
例えばデジタル・アナログ変換器など）、マッパー、高速フーリエ変換（ＦＦＴ：Ｆａｓ
ｔ　Ｆｏｕｒｉｅｒ　Ｔｒａｎｓｆｏｒｍ）モジュールなどの回路構成を含んでもよい。
ノード５００は、ノード５００を制御し、メモリ５３５に記憶されたプログラムコードに
アクセスしてそれを実行する、プロセッサ回路構成５３０などの１つ以上のプロセッサを
さらに含んでもよい。いくつかの例示の実施形態では、メモリ５３５は、少なくとも１つ
のプロセッサにより実行されると本願明細書で基地局１１０Ａおよび／またはワイヤレス
アクセスポイント１１０Ｂに関して記載された動作のうちの１つ以上を生じさせるプログ
ラムコードを含む。例えば、動作は、セルラＷＬＡＮアグリゲーションを有効化するため
にＵＥに設定情報を提供すること、ＷＬＡＮトラフィックとセルラトラフィックとをアグ
リゲートするための指示を送信すること、および／または本願明細書で開示された基地局
１１０Ａおよび／またはワイヤレスアクセスポイント１１０Ｂに関連する他の任意の動作
を実行することを含んでもよい。
【００４９】
　いくつかの例示の実施形態では、基地局１１０Ａは、発展型ノードＢ（ｅＮＢ：ｅｖｏ
ｌｖｅｄ　ＮｏｄｅＢ）タイプの基地局として実装され得るが、ＷＬＡＮまたはＷｉ－Ｆ
ｉタイプのアクセスポイントなど他のタイプの無線アクセスポイントも実装されてもよい
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。発展型ノードＢ（ｅＮＢ）タイプの基地局が使用される場合、基地局は、ロングターム
エボリューション（ＬＴＥ）規格を含み、例えば３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．２０１、「発展
型ユニバーサル地上無線アクセス（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ロングタームエボリューション（Ｌ
ＴＥ）物理レイヤ、概要（Evolved Universal Terrestrial Radio Access (E-UTRA), Lon
g Term Evolution (LTE) physical layer, General description）」、３ＧＰＰ　ＴＳ　
３６．２１１、「発展型ユニバーサル地上無線アクセス（Ｅ－ＵＴＲＡ）、物理チャネル
および変調（Evolved Universal Terrestrial Radio Access (E-UTRA), Physical channe
ls and modulation）」、３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．２１２、「発展型ユニバーサル地上無
線アクセス（Ｅ－ＵＴＲＡ）、多重化およびチャネル符号化（Evolved Universal Terres
trial Radio Access (E-UTRA), Multiplexing and channel coding）」、３ＧＰＰ　ＴＳ
　３６．２１３、「発展型ユニバーサル地上無線アクセス（Ｅ－ＵＴＲＡ）、物理レイヤ
プロシージャ（Evolved Universal Terrestrial Radio Access (E-UTRA), Physical laye
r procedures）」、３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．２１４、「発展型ユニバーサル地上無線アク
セス（Ｅ－ＵＴＲＡ）、物理レイヤ－測定プロトコル仕様（Evolved Universal Terrestr
ial Radio Access (E-UTRA), Physical layer - Measurements Protocol specification
）」、３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．３３１、「技術仕様化グループ無線アクセスネットワーク
、発展型ユニバーサル地上無線アクセス（Ｅ－ＵＴＲＡ）、無線リソース制御（ＲＲＣ）
（Technical Specification Group Radio Access Network, Evolved Universal Terrestr
ial Radio Access (E-UTRA), Radio Resource Control (RRC)）」、ならびにこれらおよ
びその他の３ＧＰＰ規格シリーズに対する後続する任意の追加または改訂を含む規格（Ｌ
ＴＥ規格と総称される）などの規格に従って構成されてもよい。ワイヤレスアクセスポイ
ント１１０はさらに、例えばＷｉＦｉ（例えばＩＥＥＥ８０２．１１規格シリーズ）など
のＷＬＡＮ技術、ならびにセルをサーブできる他の任意の無線アクセス技術を使用してセ
ルにサービスを提供するよう構成されてもよい。
【００５０】
　添付の請求項の範囲、解釈、または応用を少しも限定するものではないが、本願明細書
に開示された例示の実施形態１つ以上の技術的効果は、データスループットの向上および
／または上りリンクスケジューリングに関する柔軟性の向上である。
【００５１】
　本願明細書に記載された主題は、所望の構成に応じて、システム、装置、方法、および
／または物に具現化されてもよい。例えば、本願明細書に記載されたシステム、装置、方
法、および／または物は、例えばトランジスタ、インダクタ、コンデンサ、抵抗器などの
電子部品、プログラムコードを実行するプロセッサ、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）
、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ：ｄｉｇｉｔａｌ　ｓｉｇｎａｌ　ｐｒｏｃｅｓｓｏ
ｒ）、組み込みプロセッサ、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、およ
び／またはその組み合わせのうちの１つ以上を使用して実装可能である。これら様々な例
示の実施形態は、記憶システムからデータおよび命令を受信し、記憶システムにデータお
よび命令を送信するよう結合された、専用または汎用とされ得る少なくとも１つのプログ
ラマブルプロセッサと、少なくとも１つの入力デバイスと、少なくとも１つの出力デバイ
スとを含むプログラマブルシステム上で実行可能および／または解釈可能な、１つ以上の
コンピュータプログラムにおける実装を含んでもよい。これらのコンピュータプログラム
（プログラム、ソフトウェア、ソフトウェアアプリケーション、アプリケーション、コン
ポーネント、プログラムコード、またはコードとしても知られる）は、プログラマブルプ
ロセッサのための機械命令を含み、高水準手続き型および／またはオブジェクト指向プロ
グラミング言語で、および／またはアセンブリ言語／機械語で実装されてもよい。本願明
細書で使用される「機械可読媒体」という用語は、機械命令を受信する機械可読媒体を含
む、プログラマブルプロセッサに機械命令および／またはデータを提供するために使用さ
れる任意のコンピュータプログラム製品、コンピュータ可読媒体、コンピュータ可読記憶
媒体、装置、および／またはデバイス（例えば、磁気ディスク、光ディスク、メモリ、プ
ログラマブル論理デバイス（ＰＬＤ：Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｌｏｇｉｃ　Ｄｅｖｉ
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ｃｅ））を指す。同じく、プロセッサと、プロセッサに結合されたメモリとを含み得るシ
ステムも本願明細書に記載される。メモリは、本願明細書に記載された動作のうちの１つ
以上をプロセッサに実行させる１つ以上のプログラムを含んでもよい。
【００５２】
　上記では少数の変形が詳細に記載されたが、他の修正または追加が可能である。特に、
さらなる特徴および／または変形が、本願明細書に記載されたものに加えて提供されても
よい。さらに、上述された例示の実施形態は、開示された特徴の様々な組み合わせおよび
一部組み合わせ、および／または上記で開示されたいくつかのさらなる特徴の組み合わせ
および一部組み合わせを対象とし得る。さらに、添付の図面に示され且つ／または本願明
細書に記載された論理フローは、示された特定の順序、または順番を、所望の結果の達成
のために要求するものではない。他の実施形態が、添付の特許請求の範囲に記載の範囲内
にあることもある。

【図１】 【図２】



(17) JP 2020-5290 A 2020.1.9

【図３】 【図４】

【図５】
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